
 

 

 
 

 
増
税
に
備
え
る
支
部
集
会
を
開
催
し
ま
す 

消
費
税
増
税
ま
で
1
か
月
を
切
り
ま
し
た
。
今
回
の
増
税
は
複
数

税
率
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
私
た
ち
中
小
業
者
に
多
大
な
事
務
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

経
過
措
置 

10
月
1
日
以
後
に
取
引
が
確
定
す
る
場
合
で
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
旧
税
率
の
8
％
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
地
代
家
賃
や
水
道
光
熱
費
・
電
話
料
金
な
ど
の
必
要
経

費
の
計
上
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

 請
求
書
や
領
収
書 

区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
と
し
て
こ
れ
ま
で
請
求
書
等
に
記

載
し
て
い
た
内
容
に
加
え
て
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る
印
（
※

な
ど
）
と
税
率
毎
に
区
分
し
た
が
合
計
の
対
価
の
額
（
税
込
）
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 記
帳
や
集
計 

旧
税
率
8
％
と
新
し
い
標
準
税
率
10
％
、
軽
減
税
率
8
％
の
3

種
類
を
区
分
し
て
記
帳
し
、
消
費
税
を
計
算
す
る
と
き
に
は
区
分
し

て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 申
告
書
や
特
例
計
算 

こ
れ
ま
で
2
枚
だ
っ
た
申
告
書
が
6
枚
に
。
複
数
税
率
を
区
分

し
て
記
帳
で
き
な
い
事
業
者
の
た
め
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。 

 

全
支
部
で
学
習
会
を
行
い
ま
す
（
別
紙
折
り
込
み
） 

9
月
後
半
か
ら
民
商
で
は
増
税
に
伴
う
実
務
に
つ
い
て
学
習
を

支
部
集
会
で
行
い
ま
す
。
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
消
費
税
を
申
告
し

て
い
な
い
方
に
も
関
わ
り
ま
す
。
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談 

9
月
19
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
か
ら
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
で
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

国
保
・
住
民
税
の
減
免
分
納
相
談
会 

9
月
20
日
（
金
）
14
時
00
分 

市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
9
月
13
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

商
工
交
流
会
・
お
店
工
場
訪
問 

9
月
26
日
（
木
）
18
時
30
分 

民
商
事
務
所
集
合 

経
営
学
習
の
取
り
組
み
で
す
。
今
回
は
片
山
支
部
の
大
原
さ
ん
（
リ

サ
イ
ク
ル
業
）
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。
事
業
所
は
門
真
市
に
あ
り

ま
す
の
で
、
民
商
事
務
所
に
集
合
し
て
現
地
に
向
か
い
ま
す
。 

 

吹
南
支
部
主
催 

長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭
り
散
策
ツ
ア
ー 

11
月
10
日
（
日
）
参
加
費 

実
費
負
担
（
電
車
代
・
昼
食
代
な
ど
） 

集
合
時
間 

9
時
50
分 

阪
急
吹
田
駅
淡
路
方
面
行
ホ
ー
ム 

帰
り
予
定 

17
時
00
分 

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅 

中
小
商
工
業
全
国
交
流
・
研
究
集
会 

今
年
は
9
月
7
日
～
8
日
に

長
野
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
生
～
シ
ニ
ア
の

3
世
代
編
成

の
和
太
鼓
チ
ー
ム
の
演
奏
、
基
調

講
座
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
助
言
者
報
告
と
し
て
大
学
教

授
、
長
野
県
職
員
、
全
労
連
、
税

理
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
、
ワ

イ
ン
製
造
業
社
社
長
、
元
中
川
村

村
長
、
旭
川
民
商
、
全
商
連
青
年

部
、
中
小
企
業
診
断
士
、
報
道
写

真
家
な
ど
様
々
な
分
野
の
方
々
の

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。 

 吉
田
敬
一
（
駒
沢
大
学
教
授
） 

 

地
域
社
会
の
切
り
捨
て
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
の
企
業
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
市
長
村
合
併
、
イ
タ
リ

ア
・
ド
イ
ツ
と
の
違
い
を
紹
介
。
自
営
業
者
の
数
で
は
日
本
は
減
少

し
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
。
日
本

は
過
疎
化
で
自
治
体
を
合
併
し
な
い
と
財
政
が
厳
し
い
た
め
、
自
治

体
あ
た
り
の
人
口
で
は
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
の
10
倍
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。
過
度
な
一
極
集
中
の
た
め
、
東
京
と
地
方
の
差
が
激
し
い
こ

と
が
要
因
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
。
日
本
は
イ
タ
リ
ア
の
貿
易
収
支
で

赤
字
だ
が
、
そ
れ
は
地
域
社
会
を
大
切
に
す
る
イ
タ
リ
ア
が
東
京
一

極
集
中
の
日
本
に
勝
っ
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
地
方

切
り
捨
て
の
政
策
は
深
刻
な
問
題
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

曽
我
逸
郎
（
元
中
川
村
村
長
） 

曽
我
さ
ん
は
中
小
業
者
が
地
域
に
雇
用
を
生
み
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
支
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
、
村
の
商
業
施
設
の

空
き
店
舗
対
策
と
し
て
、
空
き
店
舗
に
お
か
あ
さ
ん
の
交
流
ス
ペ
ー

ス
や
診
療
所
な
ど
の
村
の
ハ
ブ
機
能
を
高
め
「
人
が
集
ま
る
」
場
所

を
つ
く
り
、 

他
の
空
家
に
も
お
店
も
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
紹
介
。

中
小
業
者
の
連
携
で
工
芸
作
家
も
増
え
、
地
域
の
新
た
な
徳
世
宇
を

つ
く
り
、
打
ち
出
す
こ
と
で
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
る
村
に

な
っ
た
お
話
に
「
妥
協
し
な
い
」
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

成
澤
篤
人
（
板
城
葡
萄
酒
醸
造
会
社
社
長
） 

イ
タ
メ
シ
屋
の
開
業
か
ら
始
ま
り
、
お
店
で
出
す
ワ
イ
ン
へ
の
こ

だ
わ
り
か
ら
ワ
イ
ン
づ
く
り
、
葡
萄
づ
く
り
の
道
へ
。
自
ら
の
探
求

心
で
あ
る
「
な
ぜ
ワ
イ
ン
つ
く
り
？
」
を
突
き
詰
め
つ
つ
、
協
力
し

て
く
れ
る
仲
間
と
家
族
の
為
に
規
模
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
、
適
正
な
規

模
で
経
営
安
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
葡
萄
畑
10
か
所
に
。

ほ
と
ん
ど
が
空
い
て
い
る
田
畑
を
借
り
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
規
模
が
適
正
と
考
え
、
自
分
の
目
の
届
く
範
囲
で
し
っ
か
り
し
た

（
品
質
）
の
も
の
を
作
り
た
い
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
恥

ず
か
し
な
が
ら
と
前
置
き
さ
れ
な
が
ら
「
自
分
が
い
な
く
な
っ
て
も

継
承
し
千
年
先
ま
で
続
く
ワ
イ
ン
を
文
化
と
し
て
目
指
し
た
い
」
と

の
発
言
に
感
動
し
ま
し
た
。 


